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第１学年　算数科学習指導案
３組　計20人（男子11人，女子９人）

指導者　　林　　　えりか　

１　単　　　元　　ひきざん⑵

２　単元の目標
　半具体物の操作，図，式などと対応させて繰り下がりのある場合の減法の計算の仕方について考え，

その計算が確実にできる。また，生活の中から減法が用いられる場面について考え，進んで式に表そ

うとしたり，式から減法の問題をつくったりすることができる。

３　単元の評価規準

算数への
関心・意欲・態度

数学的な考え方
数量や図形についての

技能
数量や図形についての

知識・理解

　生活の中から減法が

用いられる場面につい

て考え，進んで式に表

そうとしたり，減法の

問題づくりをしたりし

ようとしている。

　既習の減法の考えを

使ったり，ブロックの

操作などを行ったりし

て，繰り下がりのある

場合の計算の仕方を考

えている。

　減法の場面を式で表

し，（十何）−（１位数）

の繰り下がりのある計

算ができる。

　（十何）−（１位数）

の繰り下がりのある計

算の意味や計算の仕方

を理解している。

４　単元について
　⑴　単元の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，身の回りにある様々なものの個数を数えたり，具体物を半具体物に置

き換えて数えたりする活動を通して，２０までの数について，その大きさや順序，構成，読み書き

について理解してきている。また，加法・減法の基礎となる合成や分解を通して，一つの数を他の

数との和や差として見るなど，数についての感覚を豊かにしてきている。さらに，１位数の減法に

ついては，減法が用いられる場面やその意味について理解し，問題場面を式で表したり，問題づく

りを通して式を読んだりすることができるようになってきている。

　これらを基に本単元の学習では，「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」

に着目しながら，繰り下がりのある減法の計算の仕方を考えていく。被減数や減数に着目し，被減

数を部分と部分に分解する減加法や減数を部分と部分に分解する減々法などの計算の仕方を考えた

り，数の集まりを分類・整理して，十進位取り記数法のよさに触れたりすることができるようにす

る。また，求補や求差の問題場面でも，これらの考えに着目することで，計算の意味をよりよく理

解することができるものと考える。さらに，問題づくりを通して，式を読み取るようにすることで，

減法の理解を深めることができるようにする。

　この学習で着目した「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」は，第１学

年で学習する20より大きい数の繰り上がりや繰り下がりのない簡単な加法と減法の計算の仕方を

理解する学習につながっていく。

　⑵　本単元を構成する学習内容と「基盤となる考え方」

　第１学年「いくつといくつ」 　第１学年「10までのかず」

　一つの数の合成や分解を通して，数を構

成的にみることができる。

　（十何）−（１位数）の減法で，繰り下がりのある計算の仕方を考え，また，その計算の意

味や仕方を理解し，用いることができる。

「数量は，全体と部分で考える。」

「基盤となる考え方」

　ものの個数を比べようとするとき，１対

１対応をつけることで，個数の大小や相等

が判断できる。

第１学年「ひきざん⑵」
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成27年９月３日　調査人数　21人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（数字は人数）

【調査①】　□にあてはまるかずをかきましょう。（知識・理解）

　　①　６と□で10。（21）②　10は３と□で10。（21）③　12は，10と□。（16）〈未習〉

　　④　10と４で□（16）〈未習〉

【調査②】　つぎのけいさんをしましょう。（10以下の数についての減法の計算）

　　ア　７−２（21） イ　６−４　（20） ウ　８−５（21） エ　10−６（21）

　　オ　10−７（21） カ　10−５（21） キ　８−０（21） ク　７−７（21） ケ　０−０（21）

【調査③】　おりがみが９まいあります。５まいつかいました。なんまいのこっているでしょうか。（求残の

　　　　問題場面の理解）

　　　　　　ブロック操作（21）立式（21）

【調査④】　いぬとねこでは，どちらがなんびきおおいでしょうか。

　　　　（求差の問題場面の理解）（絵を提示）

　　　　　図（20）立式（19）

【調査⑤】　りすが７ひきいます。おすは３びきです。めすは，なんびきでしょうか。（求補の問題場面の理解）

　　　　　図（14）立式（19）

【調査⑥】　まんじゅうが11こあります。２こたべます。あなたがたべるまんじゅうにいろをぬりましょう。

　　　　（繰り下がりのある減法の考え方）

　　　　10のまとまりから（15）

　　　　ばらと10のまとまりから（６）

５　指導に当たって
　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実【研究内容１】

　本単元では，「数量は，全体と部分で考える。」という「基盤となる考え方」に着目することで，「自

分事の問い」をもつことができると考える。これまで，１位数同士の減法や，（十何）−（１位数）

などの減法を学習してきたが，ここでは箱などに入っていないドングリ12個から９個取る学習課

題を設定する。そうすることで，「式は12−９だけど，今までの取り方では計算できないな。」，「ど

こから取ると計算できるかな。」などの疑問から，「（12−９の）９はどこから取るのかな。」という「自

分事の問い」をもつことにつなげていく。本時では，まず12−３の計算をし，減加法で解くこと

ができることを確認する。次に，未開封の10こ入りの卵パックと開封済みのパックの２個の卵から，

３個取る活動を行うことで，既習とのずれに気付き，「今日の取り方はどんな計算の仕方かな。」と

いう「自分事の問い」をもつことができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」の設定【研究内容２】

　「高め合う」過程に入る前に，ペアでの「学び合い」を行う。その際，「数量は，全体と部分で考える。」

という「基盤となる考え方」に着目しながら自分の考えを伝えたり，友達の発表を聞いたりする。「学

び合い」において，自分と友達の考えを比較したり，関連付けたりすることで，考えが整理された

り，自分の考えに自信をもったりすることができるようにする。本時では，まず「『引く』はどこ

に出てきたかな。自分の考えと比べながら聞こう。」という「学び合い」の視点を確認する。次に，

ブロックを操作したり，言葉や式を指し示したりしながら，互いの考えを伝えるようにする。その

際，「友達と同じ考え方だったぞ。やっぱりこの仕方でよかったんだ。」（強固）「ぼくは言葉で考え

たけど，白のブロックを２個取るのは，式で言うと12−２＝10っていうんだね。でも，引いてい

るのは同じだね。」（付加・修正）など，自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方【研究内容３】

　「まとめる」過程で，10のまとまりの部分から引いて，残りを足す計算の仕方（減加法）や，ま

ずばらを引いて更に残りを引く計算の仕方（減々法）に着目して，学んだことを確認したり活用し

たりする適用問題や発展問題に取り組む。本時では，11−３の適用問題に取り組む。10個入りの箱

と１個のばらの絵を電子黒板に提示することで，「チョコレートも，ばらから食べるよ。」「今日の

取り方でできそうだよ。」と確認する。そして，本時の学習内容である「始めにばらを引いて，そ

して残りを引く計算」（減々法）に取り組む。そうすることで，「始めにばらを引いて，そして残り

を引く計算の仕方も分かったぞ。」と自己の考えの変容を実感したり，これまでは10のまとまりの

部分から引いて，残りを足して考えたが，今日はまずばらを引いて更に残りを引いて考えたという

ことに気付かせることで，「二つの考え方は違うけど，どっちの方法でも計算できるね。」「どちらの

取り方でも解いてみたいな。」という次時の学習への意欲も高めたりすることができるようにする。
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６　指導・評価計画（全11時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重点評価項目

過程 主な学習活動
 学習問題

 まとめ　

教師の指導

◇ＩＣＴ活用

つ
か
む
・
見
通
す
①

１　12−９になる減法につい

て，ブロックを操作して，

答えの求め方を考える。

①　９はどこからとったの

かな。

　９は，10のまとまりから

とったり，ばらと10のま

とまりからとったりするし

かたがあるね。

○　ブロック操作を比較することで，減加

法や減々法などの計算の仕方に気付くこ

とができるようにする。

　一つの数を他の数との和や差としてみる

見方を用いて，繰り下がりのある減法の計

算の仕方を考えることができたか。

【考え方：発言，ブロック操作】

調
べ
る
・
高
め
る
⑤

２　13−８の計算の仕方につ

いて，ブロックや，言葉，

式を用いて考える。

②　10のまとまりからと

ると，どんなけいさんの

しかたかな。

　10からひく。そしての

こりをたす。ひいてたすけ

いさんのしかただね。

○　繰り上がりのある加法と同じように，

繰り下がりのある減法でも，被減数を10

のまとまりの部分とばらの部分に分ける

ことで，10のまとまりをつくって計算して

いることに気付かせ，減加法の計算の仕

方について理解できるようにする。

◇　子どもの考えを提示する際，書画カメ

ラを用いて，ブロック操作をしたり，ノー

トを指し示したりすることで，分かりや

すく説明するための言葉や表現を考える

ことができるようにする。

３　12−３の計算の仕方につ

いて，具体物やブロック，

言葉，式を用いて考える。

（本時）

③　きょうのとりかたは，

どんなけいさんのしかた

かな。

　まずばらをひく。そして，

10からまたのこりをひく。

２かいひくけいさんのしか

ただね。

○　減々法が適用されるような生活の場面

を提示することで，ばらと10から取る取

り方に気付くことができるようにする。

ブロック操作と，言葉や式を関連付けて

減々法の計算の仕方を考えさせることで，

まずばらを引き，更に残りを引く計算で

あることに気付き，繰り下がりのある減

法の計算の仕方（減々法）を考えること

ができるようにする。

◇　書画カメラを使って，ブロック操作を

したり，ノートを指し示したりすること

で，分かりやすく説明することができる

ようにする。

　ブロック操作や言葉，式を関連付けな

がら繰り下がりのある減法の計算の仕方

（減々法）を考えることができたか。

【考え方：発言，ブロック操作，ノート】

４　14−６の計算の仕方につ

いて，ブロックや図，言葉

を用いて説明する。

④　14−６のけいさんの

しかたをせつめいしよ

う。

　どちらのやりかたでも，

10がでてくるのは，おな

じだね。

○　これまでの減加法と減々法の考え方を，

ブロック操作や言葉，サクランボ計算の

図で表現し，１４−６の計算の仕方と関

係付けることで，それぞれの計算の仕方

を考えることができるようにする。

　減加法・減々法を関係付けることで，共

通点や相違点を見付け，説明することがで

きたか。　　　　【考え方：発言，ノート】

１０−８＝２

２＋３＝５

12からばらの２をひいて

10。

10からたりない１をひい

て９。
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〔
前
項
の
続
き
（
調
べ
る
・
高
め
る
⑤
）〕

５　「ちがい」を求める減法

（求差）の場面について，式

に表し，答えを求める。

⑤　ちがいをもとめるけい

さんはどのようにするの

かな。

　ぜんたいからつないだぶ

ぶんをひくと，ちがいのぶ

ぶんがみえるね。

○　求差の問題場面で，全体から１対１の

対応を付けた同じ数の部分を引くことで，

違いの部分（多い部分）を求めることが

できることを既習の学習を生かして，理

解することができるようにする。

　ブロック操作や図を用いながら，求差の

問題場面が減法になることを説明すること

ができたか。

【知・理：ブロック操作，発言，ノート】

６　12−５の式になる問題を

つくる。
⑥　12−５のしきになる

もんだいをつくろう。

　いろいろなひきざんのも

んだいができたね。

○　問題づくりを通して，減法の意味を確

かめ，式と具体的な場面を結び付けて考

えることができるようにする。

振
り
返
る
⑤

７・８　答えが同じになるカー

ドを見付けるゲームをする。
⑦⑧　ひきざんかあどで　

げえむをしよう。

　こたえがおなじになるか

あどがたくさんあるね。

○　カード取りなどのゲームを行うことで，

楽しみながら繰り下がりのある減法の習

熟を図ることができるようにする。

　繰り下がりのある減法の計算ができた

か。　　　　　　　　　　【技能：ノート】

９　答えが同じになるカードを

並べて，きまりを見付ける。
⑨　こたえがおなじになる

かあどをならべよう。

　たてやよこ，ななめにみ

るといろいろなひみつがあ

るね。

○　答えが同じになるカードを順番に並べ

ることで，被減数や減数のきまりに気付

くことができるようにする。

10　12−６の式になる問題は

どれか考える。

①

②

③

⑩　どんなおはなしか，　

せつめいしよう。

　ぶろっくでかんがえたり

ずにかいたりすると，どん

なおはなしか，せつめいで

きるね。

○　文章題を読んで，ブロック操作や図で

表することで，既習事項を基にどんな場

面なのか判断することができるようにす

る。

　考えの根拠として図を用いることのよさ

が分かり，自分や友達の考えを式や，言葉

を用いて表現している。　

【考え方：発言，ノート】

11　これまでの学習を振り返

り，様々な問題を解く。　
⑪　いろいろなもんだいに

ちょうせんしよう。

　ぶろっくからでも，こと

ばからでも，もんだいをつ

くることができたね。

○　蓄積してきた発表シートや録画された

ブロック操作などを提示することで，こ

れまでの学習を振り返ったり考えを深め

たりすることができるようにする。

　生活場面を想起し，意欲的に問題づくり

をしたり，繰り下がりのある減法の計算を

したりすることができたか。

【関・意・態：発言，ノート】
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７
　
本
　
　
　
時
（
３
／
1
1
）

　
⑴
　
目
　
　
標

　
　（

数
学

的
な

考
え

方
）

ブ
ロ

ッ
ク

操
作

，
言

葉
，

式
を

関
連

付
け

な
が

ら
，

繰
り

下
が

り
の

あ
る

減
法

の
計

算
の

仕
方

（
減

々
法

）
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
⑵
　
展
　
　
開

　
　

 は
教

師
の

言
葉

掛
け

　
 は

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
　

 ♦
 は

重
点

評
価

項
目

　
☆

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
留

意
点

過
程

（
分

）
主

な
学

習
活

動
と

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
教

　
師

　
の

　
指

　
導

１
　
本
時
の
学
習
課
題
を
知
る
。

２
　
学
習
問
題
を
確
認
す
る
。

３
　
課
題
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
。

４
　
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

５
　
ペ
ア
で
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。【
「
学
び
合
い
」】

６
　
課
題
解
決
の
過
程
を
話
し
合
う
。

７
　
本
時
の
学
習
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
す
る
。

８
　
適
用
問
題
に
取
り
組
む
。【

自
己
評
価
】

〇
　

実
際

に
卵

を
提

示
し

，
そ

れ
を

取
る

動
作

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
既

習
の

減
加

法
と

違
う

ば
ら

と
１

０
か

ら
取

る
や

り
方

が
あ

る
こ

と
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
〇
　

前
時

ま
で

の
減

加
法

に
よ

る
ブ

ロ
ッ

ク
操

作
と

本
時

の
減

々
法

に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
操
作
を
比
較
す
る
こ
と
で
，「

今
日
の
取
り
方
は

ど
ん
な
計
算
の
仕
方
か
な
。」

と
い
う
「
自
分
事
の
問
い
」
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

ブ
ロ

ッ
ク

操
作

を
行

う
際

，
全

体
の

１
２

を
１

０
の

ま
と

ま
り

の
部

分
と

ば
ら

の
部

分
の

ブ
ロ

ッ
ク

の
色

を
変

え
て

お
く

こ
と

で
，

ど
こ

か
ら

取
っ

た
か

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○

　
全

体
で

ブ
ロ

ッ
ク

操
作

に
取

り
組

む
こ

と
で

，
ば

ら
か

ら
２

個
を

取
っ

て
，

残
り

の
１

を
１

０
か

ら
取

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

そ
し

て
，

そ
の

操
作

を
言

葉
や

式
に

表
し

て
，

関
連

付
け

る
こ

と
で

，
減

々
法

の
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　「

今
日
の
取
り
方
で
は
，『

引
く
』
が
ど
こ
に
出
て
き
た
か
。」

と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
な
が
ら
「
学
び
合
い
」
を
行
う
。
そ
の
際
，

ブ
ロ

ッ
ク

や
言

葉
や

式
を

指
し

示
し

な
が

ら
説

明
す

る
こ

と
で
，

自
分

と
友

達
の

考
え

と
を

比
較

し
な

が
ら
，

自
分

の
考

え
に

付
け

加
え
た
り
，
強
固
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◆
　

ブ
ロ

ッ
ク

操
作

，
言

葉
，

式
を

関
連

付
け

な
が

ら
，

繰
り

下
が

り
の

あ
る

減
法

（
減

々
法

）
の

計
算

の
仕

方
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

か
。

【
考

え
方

：
発

言
，

ブ
ロ

ッ
ク

操
作

，
ノ

ー
ト

】

☆
　

子
ど

も
の

考
え

を
提

示
す

る
際

，
書

画
カ

メ
ラ

を
活

用
し

て
，

ノ
ー

ト
を

指
し

示
し

な
が

ら
説

明
す

る
こ

と
で

，
考

え
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　「

高
め

合
う

」
過

程
で

，
減

数
の

３
を

２
と

１
に

分
け

て
ば

ら
と

1
0
の

ま
と

ま
り

か
ら

引
い

て
い

る
こ

と
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
そ

う
す

る
こ

と
で

，
繰

り
下

が
り

の
あ

る
減

法
の

計
算

の
仕

方
（

減
々

法
）

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
○
　

適
用

問
題

に
取

り
組

む
こ

と
で
，

他
の

問
題

で
も

ま
ず

ば
ら

を
引

い
て
，

更
に

残
り

の
数

を
引

く
減

々
法

で
計

算
で

き
る

こ
と

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

そ
う

す
る

こ
と

で
，

自
己

の
考

え
の

変
容

を
実

感
し

た
り
，

も
っ

と
他

の
問

題
も

解
い

て
み

た
い

と
い

う
意
欲
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
た

ま
ご

が
1
2
こ

あ
り

ま
す

。
３

こ
つ

か
う

と
，
の

こ
り

は
な

ん
こ

に
な

る
で

し
ょ

う
か

。

　
き

ょ
う

の
と

り
か

た
は

，
ど

ん
な

け
い

さ
ん

の
し

か
た

か
な

。

　
ま

ず
ば

ら
を

ひ
く

。
そ

し
て

，1
0
か

ら
ま

た
の

こ
り

を
ひ

く
。

２
か

い
ひ

く
け

い
さ

ん
の

し
か

た
だ

ね
。

　「
つ

か
う

と
」

っ
て

あ
る

か
ら

，
引

き
算

だ
よ

。

　
本

当
の

卵
だ

っ
た

ら
，

ど
の

卵
か

ら
使

う
の

。

　「
引
く
」
は
ど
こ
に
出
て
き
た
か
な
。
自
分
の
考
え
と
比
べ
な
が
ら
聞
こ
う
。

　
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
が

1
1
こ

あ
り

ま
す

。
３

こ
た

べ
る

と
，

の
こ

り
は

な
ん

こ
で

し
ょ

う
か

。

　
今

日
の

取
り

方
は

ど
ん

な
計

算
の

仕
方

と
言

え
る

の
か

な
。

　
引

き
算

だ
か

ら
式

は
1
2
−

３
だ

よ
。

　
古

い
卵

か
ら

先
に

取
る

よ
。

１
２

か
ら

ば
ら

の
２

を
ひ

い
た

ら
１

０
。

そ
し

て
，

あ
と

１
た

り
な

い
か

ら
１

０
か

ら
あ

と
１

を
ひ

い
て

９

　
チ

ョ
コ

レ
ー

ト
も

，
や

っ
ぱ

り
ば

ら
か

ら
先

に
食

べ
る

よ
。

だ
か

ら
今

日
の

２
回

引
く

計
算

の
仕

方
で

で
き

た
よ

。

　
説

明
の

時
に

，
式

で
書

い
て

あ
る

と
，

分
か

り
や

す
か

っ
た

な
。

　
ま

ず
，

ば
ら

か
ら

２
引

い
て

，
１

０
か

ら
残

り
の

１
を

引
く

計
算

の
仕

方
だ

よ
。

　
引

く
が

２
回

出
て

く
る

，
計

算
の

仕
方

だ
っ

た
よ

。1
2
−

２
＝

1
0

1
0
−

１
＝

９

　
昨

日
は

１
０

か
ら

引
い

て
足

す
方

法
だ

っ
た

け
ど

，
今

日
は

ば
ら

の
２

を
取

っ
て

１
取

る
方

法
だ

よ
。

　
1
2
か

ら
２

引
い

て
1
0
の

所
と

，1
0
か

ら
あ

と
１

引
い

て
９

の
所

に
引

く
が

出
て

き
た

よ
。

今
日

は
，

２
回

引
く

が
出

て
き

た
よ

。

　
今

日
の

２
回

ひ
く

や
り

方
が

分
か

っ
た

か
ら

，
も

っ
と

他
の

問
題

で
も

や
っ

て
み

た
い

な
。

　
式

に
も

引
く

が
２

回
出

て
く

る
よ

。
や

っ
ぱ

り
，

２
回

引
く

計
算

の
仕

方
だ

よ
。

今
日

は
足

し
て

い
な

い
な

。
ブ

ロ
ッ

ク
の

仕
方

を
言

葉
で

書
い

た
ら

，
説

明
で

き
そ

う
だ

な
。

　
古

い
卵

か
ら

２
個

取
っ

て
，

後
１

個
取

る
よ

。
　

昨
日

の
や

り
方

と
違

う
な

。

　
昨

日
や

っ
た

1
0
か

ら
引

い
て

残
り

を
足

す
方

法
で

す
る

と
，

答
え

は
９

だ
よ

。

つ か む ・ 見 通 す
（

1
2
）

調 べ る
（

1
0
）

高 め 合 う
（

1
3
）

ま と め る
（

1
0
）
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